
【壱】「壹」の草書からできた字だとおもわれる。
【声】康煕字典の「声」の説明に「聲の俗字」とある。陸軍幼
年学校用字便覧に「聲」と「声」について「實ハ別字」とあ
る。正字体を習ったはずの年代の太宰治が「声」を書いてい
る。
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明治の漢字
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※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


